
週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和7年度　　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科の目標：

科目 の目標：

【知識、技能等】 基本的な概念・原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を身に付けさせる。

思

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 3

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

事象を数学的に考察し表現する能力を高め、創造性の基礎を養う。

数学のよさを認識し、それらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

発展：片江　、　標準：中川

数学Ⅱ　Standard　　東京書籍

数学Ⅱ　WRITE

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関
数、三角関数及び微分・積分の考えについての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的
に表現・処理したりすることができる。

・数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成
り立つことなどについて論理的に考察することがで
きる。
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着
目し、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表
現したり、図形の性質を論理的に考察したりするこ
とができる。
・関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特
徴を数学的に考察することができる。
・関数の局所的な変化に着目し、事象を数学的に考
察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察することができる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

態
配当
時数

１章　方程式・式と証明
【知識・技能】
・３時の乗法公式及び因数分解の公式
を理解し、それらを用いて式の展開や
因数分解をすることができるようにす
る。
・多項式の除法や分数式の四則計算の
方法について理解し、簡単な場合につ
いて計算をすることができるようにす
る。
・数を複素数まで拡張する意義を理解
し、複素数の四則計算をすることがで
きるようにする。
・２次方程式の解の種類の判別及び解
と係数の関係について理解できるよう
にする。
・因数定理について理解し、簡単な高
次方程式について因数定理などを用い
てその階を求められるようにする。
【思考・判断・表現】
・式の計算の方法をすでに学習した数
や式の計算と関連付け多面的に考察す
ることができるようにする。
・実数の性質や等式の性質、不等式の
性質などを基に、等式や不等式が成り
立つことを論理的に考察し、証明する
ことができるようにする。
・日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え、方程式を問題解決に活用す
ることができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を方程式・式と証明の考えを用
いて考察するよさを認識し、問題解決
にそれらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

・指導事項
１節　①多項式の乗法と因数分
解、二項定理
　　　②多項式の除法
２節　①複素数とその計算
　　　②解の公式
　　　③解と係数の関係
３節　①因数定理と簡単な高次方
程式
４節　①恒等式
　　　②不等式の証明

１章　方程式・式と証明
【知識・技能】
・３時の乗法公式及び因数分解の公式を理解し、
それらを用いて式の展開や因数分解をすることが
できる。
・多項式の除法や分数式の四則計算の方法につい
て理解し、簡単な場合について計算をすることが
できる。
・数を複素数まで拡張する意義を理解し、複素数
の四則計算をすることができる。
・２次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関
係について理解している。
・因数定理について理解し、簡単な高次方程式に
ついて因数定理などを用いてその階を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】
・式の計算の方法をすでに学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考察することができる。
・実数の性質や等式の性質、不等式の性質などを
基に、等式や不等式が成り立つことを論理的に考
察し、証明することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、
方程式を問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を方程式・式と証明の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

１
学
期

1

25

２章　図形と方程式
【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の線分を内分
する点、外分する点の位置や２点間の
距離を表すことができるようにする。
・座標平面上の直線や円を方程式で表
すことができるようにする。
・軌跡について理解し、簡単な場合に
ついて軌跡を求めることができるよう
にする。
・簡単な場合について、不等式の表す
領域を求めたり領域を不等式で表した
りすることができるようにする。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素
間の関係に着目し、それを方程式を用
いて表現し、図形の性質や位置関係に
ついて考察することができるようにす
る。
・数量と図形との関係などに着目し、
日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え、コンピュータなどの情報機器
を用いて軌跡や不等式の表す領域を座
標平面上に表すなどして、問題解決に
活用したり、解決の過程を振り返って
事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができるよう
にする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

・指導事項
１節　①２点間の距離
　　　②内分点・外分点
　　　③直線の方程式
２節　①円の方程式
　　　②円と直線
３節　①軌跡とその方程式
　　　②不等式の表す領域

２章　図形と方程式
【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の線分を内分する点、外
分する点の位置や２点間の距離を表すことができ
る。
・座標平面上の直線や円を方程式で表すことがで
きる。
・軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡
を求めることができる。
・簡単な場合について、不等式の表す領域を求め
たり領域を不等式で表したりすることができる。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に
着目し、それを方程式を用いて表現し、図形の性
質や位置関係について考察することができる。
・数量と図形との関係などに着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、コンピュータ
などの情報機器を用いて軌跡や不等式の表す領域
を座標平面上に表すなどして、問題解決に活用し
たり、解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○



定期考査
○ ○ 1

１
学
期

25

２章　図形と方程式
【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の線分を内分
する点、外分する点の位置や２点間の
距離を表すことができるようにする。
・座標平面上の直線や円を方程式で表
すことができるようにする。
・軌跡について理解し、簡単な場合に
ついて軌跡を求めることができるよう
にする。
・簡単な場合について、不等式の表す
領域を求めたり領域を不等式で表した
りすることができるようにする。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素
間の関係に着目し、それを方程式を用
いて表現し、図形の性質や位置関係に
ついて考察することができるようにす
る。
・数量と図形との関係などに着目し、
日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え、コンピュータなどの情報機器
を用いて軌跡や不等式の表す領域を座
標平面上に表すなどして、問題解決に
活用したり、解決の過程を振り返って
事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができるよう
にする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

・指導事項
１節　①２点間の距離
　　　②内分点・外分点
　　　③直線の方程式
２節　①円の方程式
　　　②円と直線
３節　①軌跡とその方程式
　　　②不等式の表す領域

２章　図形と方程式
【知識・技能】
・座標を用いて、平面上の線分を内分する点、外
分する点の位置や２点間の距離を表すことができ
る。
・座標平面上の直線や円を方程式で表すことがで
きる。
・軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡
を求めることができる。
・簡単な場合について、不等式の表す領域を求め
たり領域を不等式で表したりすることができる。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に
着目し、それを方程式を用いて表現し、図形の性
質や位置関係について考察することができる。
・数量と図形との関係などに着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、コンピュータ
などの情報機器を用いて軌跡や不等式の表す領域
を座標平面上に表すなどして、問題解決に活用し
たり、解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○



※三角関数は１８時間相当

○ ○ ○ 25

0

３章　三角関数
・角の概念を一般角まで拡張する意義
や弧度法による角度の表し方について
理解できるようにする。
・三角関数の値の変化やグラフの特徴
について理解できるようにする。
・三角関数の相互関係などの基本的な
性質を理解できるようにする。
・三角関数の加法定理や２倍角の公
式、三角関数の合成について理解でき
るようにする。
【思考・判断・表現】
・三角関数に関する様々な性質につい
て考察することができるようにする。
・三角関数の加法定理から新たな性質
を導くことができるようにすうる。
・三角関数の式とグラフの関係につい
て多面的に考察することができるよう
にする。
・２つの数量の関係に着目し、日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりすることが
できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を三角関数の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれら
を活用しようとしたり、粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

※３章三角関数は１年次に学習済

・指導事項
１節　①一般角と弧度法
　　　②三角関数
　　　③三角関数の性質
　　　④三角関数のグラフ
　　　⑤三角関数を含む方程式・
不等式
２節　①加法定理とその応用
　　　②三角関数の合成

３章　三角関数
・角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度
法による角度の表し方について理解してい
る。
・三角関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。
・三角関数の相互関係などの基本的な性質を
理解している。
・三角関数の加法定理や２倍角の公式、三角
関数の合成について理解している。
【思考・判断・表現】
・三角関数に関する様々な性質について考察
することができる。
・三角関数の加法定理から新たな性質を導く
ことができる。
・三角関数の式とグラフの関係について多面
的に考察することができる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え、問題を解決
したり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を三角関数の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

※３章　三角関数は１年次に学習済

定期考査
○ ○ 1

４章　指数関数・対数関数
【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡
張する意義を理解し、指数法則を
用いて数や式の計算をすることが
できるようにする。
・指数関数の値の変化やグラフの
特徴について理解できるようにす
る。
・対数の意味とその基本的な性質
について理解し、簡単な対数の計
算をすることができるようにす
る。
・対数関数の値の変化やグラフの
特徴について理解できるようにす
る。
【思考・判断・表現】
・指数と対数を相互に関連付けて
考察することができるようにす
る。
・指数関数及び対数関数の式とグ
ラフの関係について、多面的に考
察することができるようにする。
・２つの数量の関係に着目し、日
常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え、問題を解決したり、解
決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考
察したりすることができるように
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数・対数関数の考
え方を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的
論拠に基づき判断しようとしたり
する態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度を養う。

指導項目・内容
１節　①指数の拡張
　　　②指数関数とそのグラフ
２節　①対数とその性質
　　　②対数とそのグラフ
　　　③常用対数

４章　指数関数・対数関数
【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義
を理解し、指数法則を用いて数や式の計算を
することができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。
・対数の意味とその基本的な性質について理
解し、簡単な対数の計算をすることができ
る。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
・指数と対数を相互に関連付けて考察するこ
とができる。
・指数関数及び対数関数の式とグラフの関係
について、多面的に考察することができる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え、問題を解決
したり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数・対数関数の考え方を用い
て考察するよさを認識し、問題解決にそれら
を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的
論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

２
学
期

1
学
期



105

○ 15

合計

1
定期考査

○ ○

○ 1

５章　微分と積分（積分）
【知識・技能】
・不定積分及び定積分の意味について
理解し、関数の定数倍、和及び差の不
定積分や定積分の値を求めることがで
きるようにする。
【思考・判断・表現】
・微分と積分の関係に着目し、積分の
考えを用いて直線や関数のグラフで囲
まれた図形の面積を求める方法につい
て考察することができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考
察するよさを認識し、問題解決にそれ
らを活用しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

５章　微分と積分
２節　①原始関数
　　　②定積分
　　　③面積

５章　微分と積分（積分）
【知識・技能】
・不定積分及び定積分の意味について理解
し、関数の定数倍、和及び差の不定積分や定
積分の値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・微分と積分の関係に着目し、積分の考えを
用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の
面積を求める方法について考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○

○

５章　微分と積分（微分）
【知識・技能】
・微分係数や導関数の意味について理
解し、関数の定数倍、和及び差の導関
数を求めることができるようにする。
・導関数を用いて関数の値の増減や極
大・極小を調べ、グラフの概形をかく
方法を理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について
考察することができるようにする。
・関数の局所的な変化に着目し、日常
の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりすることが
できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考
察するよさを認識し、問題解決にそれ
らを活用しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりする態度
を養う。

指導項目・内容
１節　①導関数
　　　②導関数の計算
　　　③関数のグラフと増減

５章　微分と積分（微分）
【知識・技能】
・微分係数や導関数の意味について理解し、
関数の定数倍、和及び差の導関数を求めるこ
とができる。
・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極
小を調べ、グラフの概形をかく方法を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について考察す
ることができる。
・関数の局所的な変化に着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、問題を解
決したり、解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を考察したり
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。
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